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2022 年１月 27 日 

サラ川 35 周年！サラ川への“愛”が詰まった作品が全国から集結！ 

第 35 回『第一生命サラリーマン川柳コンクール』優秀 100 句決定！ 
 

第一生命保険株式会社（社長：稲垣 精二）では、2021 年９月から 10 月にかけて『第 35 回第一生命サラリーマン

川柳コンクール』（以下、サラ川（せん））を実施しました。リモートワークならではのあるあるや、流行語とかけた一句

など、世相を巧みに表現した作品が数多く寄せられました。 

今回は 20 代限定企画として、今どきの若者言葉で一句詠む今どきサラ川、通称「イマサラ」を実施。略語が通じな

い上司・親とのすれ違いや、日常のあるあるを流行り言葉で詠んだ一句など、ユニークな作品がイマサラベスト３に

ランクインしました。 

全国の自治体・警察等と協働で取り組んでいるご当地版のサラリーマン川柳「地元サラ川」は過去最多の 26 団体

が実施。地元の自慢や、方言を使って詠んだ各都道府県ならではのあるある川柳などユーモアあふれる作品が多

数集まり、前年を超える盛り上がりを見せました。 

また、サラ川から派生した企画として実施している、「防衛省版サラリーマン川柳」を今回も開催。防衛省・自衛隊の

日常あるあるなど、防衛省・自衛隊員ならではの悲喜こもごもを表現した作品が寄せられました。 

35周年を迎えた今回の応募総数は 62,657 句。その中から全国優秀 100 句が決定しました。あなたの一票でグラ

ンプリが決まります！皆さまの投票をお待ちしています。 

 

■継続するテレワーク！ 

新型コロナウイルスの影響を受けて導入企業が増加したテレワークですが、新しい働き方として継続中の企業も

多いようです。昨年に引き続き、サラ川優秀 100 句にもテレワークをテーマに詠んだ作品が多数入選しました。会議

にペットが映り込んでしまった様子を詠んだ作品や、通勤の手軽さを巧みに表現した川柳のほか、リモート会議での

ちょっとした照れくさい体験など、秀逸な一句が寄せられました。前回は慣れないテレワークへの戸惑いを詠んだ作

品が多かった印象ですが、今回はほっこりとした出来事や前向きな川柳が多く、テレワークに慣れ始めた様子が思

い浮かびます。 

作品 雅号 

ズーム中 ペット参加で 盛り上がる 犬家猫 

通勤は 襖一枚 約二秒 天和 

誤って 上司のコメント ハート押す テレワクワク 
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■コロナ禍で運動不足が加速も、飲み会自粛でむしろ健康に！？ 

健康をテーマに詠んだ作品は、もはやサラ川ではお馴染みのお題に。今回も外出自粛による自身の運動不足を省

みる作品が優秀100句に選出されました。一方で飲食店のアルコール提供の制限、職場の飲み会自粛の結果、「肝

機能が V 字回復した」といった句も寄せられ、自粛生活のおかげで、むしろ健康になった方もいたようです。 

作品 雅号 

このスーツ 出社するとき 入るかな コロナ太り 

在宅で トイレも含めて 55 歩 けとん 

コロナ禍で V字回復 肝機能 γ -GTP改善男 

 

■ワクチン接種が全国でスタート！ 

新型コロナウイルスが未だ猛威を振るう中、ついに日本でもワクチン接種が開始され、１月 17 日時点での接種率

は、12 歳以上の世代でおよそ８割に達しています（図 1）。接種開始初期には“副反応”が注目の的になり、優秀 100

句にもワクチン接種と絡めた作品が多数入選しました。「副反応はもうこりごり」とその辛さを嘆く作品がある中、「副

反応で、若さ自慢」といった川柳も。 

作品 雅号 

お肌より 副反応で 若さ自慢 おおやん 

久しぶり 妻とお出かけ 接種場 さごじょう 

ワクチンの 副反応よ もうデルナ 青き民 

 

■心のモヤモヤを吹き飛ばす合言葉は「うっせぇわ」！ 

昨年流行語大賞トップ 10 にも選出された「うっせぇわ」。世間に強いインパクトを残した、このキラーワードを盛り込

んだ作品がサラ川優秀100句にもランクインしました。上司や家族に感じたモヤモヤを直接相手に伝えられずに、心

の中で「うっせぇわ」と叫ぶことで吹き飛ばしている様子を詠んだ作品が多くの人の共感を呼んだようです。 

作品 雅号 

にこやかに マスクの下で 「うっせぇわ！」 ヨッシー 

うっせぇわ それは歌なの？ 僕になの？ Aho 

うっせえわ 夢の中だけ 妻に言う 島根のぽん太 
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<図１>年齢階級別接種実績 

 

 

出典：首相官邸「新型コロナワクチンについて」 https://www.kantei.go.jp/jp/content/nenreikaikyubetsu-vaccination_data.xlsx  

(2022 年 1月19日閲覧) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢階級別接種実績

〇接種率 （1月17日公表時点）

12歳～19歳 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60～64歳 65～69歳 70歳代 80歳代 90歳代 100歳以上

1回以上接種者 75.77% 79.38% 79.75% 83.40% 90.82% 90.80% 88.94% 94.17% 97.41% 96.87% 93.78%

2回接種完了者 74.43% 78.31% 78.93% 82.84% 90.39% 90.50% 88.70% 93.89% 96.94% 96.13% 92.45%

〇接種回数

12歳～19歳 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60～64歳 65～69歳 70歳代 80歳代 90歳代 100歳以上

人口 9,010,292 12,819,569 14,372,705 18,424,463 16,810,584 7,412,109 8,098,283 16,227,232 9,058,480 2,303,363 80,636

1回以上接種者 6,826,826 10,175,633 11,462,758 15,366,196 15,268,008 6,729,939 7,202,524 15,280,975 8,823,876 2,231,332 75,618

2回接種完了者 6,705,965 10,039,219 11,344,651 15,262,205 15,195,684 6,707,595 7,183,115 15,235,606 8,781,198 2,214,183 74,547

注：被接種者の年齢分布は、ワクチン接種記録システム(VRS)に報告済みのデータのみにより把握可能であるため、接種率の算出においては、VRSへ報告された、一般接種（高
齢者を含む）と先行接種対象者（接種券付き予診票で接種を行った優先接種者）の合計回数を使用。
使用回数には、首相官邸HPで公表している総接種回数のうち、職域接種及び先行接種対象者のVRS未入力分である約1000万回分程度が含まれていない。

注：VRSに報告済みデータのうち、年齢が不明なものは計上していない。

注：年齢階級別人口は、総務省が公表している「令和3年住民基本台帳年齢階級別人口（市区町村別）」のうち、各市区町村の性別及び年代階級の数字を集計したものを利用し
ており、その際、12歳～14歳人口は10歳～14歳人口を5分の3したものを使用。

https://www.kantei.go.jp/jp/content/nenreikaikyubetsu-vaccination_data.xlsx
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今回の優秀 100 句はこちら！ 
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※川柳、雅号は、すべて応募者の表記にしたがっているため一部当て字等での表記で掲載しています。また、作品の著作権は、すべて第一生命に帰属

しています。無断での転載、使用はご遠慮ください。 

※No.19、No.41、No.42、No.90、は地元サラ川入選句。 

 

 

 

■サラリーマン川柳ベスト 10 投票受付開始！ 

 １月 27 日（木）より、全国優秀 100 句の中から第 35 回サラリーマン川柳コンクールベスト 10 を決める投票を実施

します（３月 18 日（金）投票締切）。 

【第 35 回サラリーマン川柳コンクール特設サイト】 

https://event.dai-ichi-life.co.jp/company/senryu/ 

 

 

 

 

 

 

https://event.dai-ichi-life.co.jp/company/senryu/
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■20 代限定企画！今どきの若者言葉で一句詠む 「イマサラ」ベスト３が決定！ 

今回は 20 代限定企画として、若者言葉で一句詠む今どきサラ川、通称「イマサラ」を開催。若者の間での流行り言

葉や略語を盛り込んだ作品を募集しました。応募総数 497 句の中から、職場の上司とのジェネレーションギャップや

親とのすれ違いを巧みに表現した作品がイマサラベスト３に輝きました！日常の何気ない一コマを、若者ならではの

視点と言葉で表現した作品に共感の声が多数集まりました。 

応募いただいた作品は公式 Twitter、Instagram で一部公開中！ぜひこの機会にフォローしてみてください！ 

 

■公式 Twitter https://twitter.com/dl_photosara/ 

■公式 Instagram https://www.instagram.com/dl_photosara/ 

 

■ご当地版サラリーマン川柳「地元サラ川(ジモサラ)」入選作品発表！ 

「サラリーマン川柳」を活用し、地方創生の一環として、全国の自治体・警察等と協働で取り組んでいるご当地版の

サラリーマン川柳「地元サラ川（ジモサラ）」を実施しました。 

2021 年度は全国から過去最多の 26 団体が実施しました。毎年定番の「お国自慢」や「健康」、「詐欺撲滅」といっ

たテーマのほかに、学生たちが学校生活で一句読む 「小中高思い出サラ川」、男女共同参画をテーマに詠む「いし

かわトモ活川柳」、昨今話題の SDGs で一句詠む「堺 SDGs 川柳」など、各都道府県ならではのユニークなテーマで

作品を募集。応募総数は 34,710 句と、前年度を大きく超える盛り上がりを見せました。 

詳しくは、同日発表のニュースリリースをご参照ください。 

URL：https://www.dai-ichi-life.co.jp/company/news/pdf/2021_064.pdf 

 

 

 

 

https://twitter.com/dl_photosara/
https://www.instagram.com/dl_photosara/
https://www.dai-ichi-life.co.jp/company/news/pdf/2021_064.pdf
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■サラ川から派生した「防衛省版サラ川」入賞作品決定！ 

「防衛省版サラ川」は、防衛省・自衛隊の皆さまから川柳を応募していただくサラ川から派生した企画として毎年実

施しています。一般のサラ川とは一味違う、防衛省・自衛隊の日常あるあるをユニークに表現した川柳をお楽しみい

ただけます。 

今回は「優秀賞」、「優良賞」、「良好賞」に加え、「防衛大臣賞」、「輝け！女性隊員賞」の２つの賞を新設。今回は

応募総数 5,520 句の中から新たな２つの賞と「優秀賞」に輝いた作品をご紹介します！ 

なお、その他の入賞作品は以下のサイトよりご覧ください。 

URL：https://cp.dai-ichi-life-connect.jp/  

 

  

 

 

≪第 35 回サラリーマン川柳コンクールベスト 10投票概要 ≫ 

●投票期間 

2022 年１月 27 日（木）～３月 18 日（金） 

 

●投票方法 

第一生命ホームページ、「健康第一」アプリから投票を受け付けています。 

第一生命の「生涯設計デザイナー」がお届けする専用の「投票用紙」からも投票が可能です。 

 

パソコン/スマートフォンからの投票  

https://event.dai-ichi-life.co.jp/company/senryu/index.html 

 

https://cp.dai-ichi-life-connect.jp/
https://event.dai-ichi-life.co.jp/company/senryu/index.html
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●投票者に抽選で素敵なプレゼント 

投票いただいた方の中から抽選で総計 650 名様にプレゼント 

・A 賞 アラジン グラファイト グリル&トースター（グリーン） AGT-G13A(G) 50 名様 

・B 賞 カドー 空気清浄機 LEAF Portable(モルタルブラック) 50 名様 

・C 賞 NHK 出版 サラリーマン川柳いっしん傑作選 450 名様 

お知り合い紹介で W チャンス！ 

サラ川に一緒に投票してくれる方をご紹介ください！ご紹介いただいた方に２個セットでプレゼント！ 

・W チャンス賞 ブリタ ボトル型浄水器 Active ２個セット 100 名様 

※賞品は選べません。 

●発表方法 

2022 年５月下旬に、第一生命ニュースリリース、ホームページおよび「サラ川ニュース」でベスト 10 を発表します。 

・第一生命での契約の有無にかかわらず投票できます。 

 ただし、投票できる方は、成人、結婚をしている未成年者、または就労している 18 歳以上の未成年者に限ります。 

・投票はお一人さま一票とさせていただきます。 

・第一生命の社員ならびにその家族は投票できません。 

・第一生命が同時期に実施するキャンペーンと重複しての当選ができない場合があります。 

・事情により、予告なく本投票の内容を変更または実施を中止する場合があります。 

・プレゼントの当選の発表は、賞品のお届けをもってかえさせていただきます。 

 

 

■サラ川が生まれ変わります！ 

サラリーマン川柳コンクールは今年で 35 周年を迎えました。長らく“サラ川”という愛称で多くの方に親しまれてい

ましたが、この度「サラリーマン川柳コンクール」は名前を改め、新たなスタートを踏み出すことが決定しました！ 

もちろん川柳を詠むという中身はそのままですので、サラ川ファンの皆さまも引き続きお楽しみいただけます！ 

新ネーミングの発表は５月下旬頃を予定しています。こちらの発表もお見逃しなく！ 

 

 
C21-128-0230（2022.1.18） 

 


